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精神科部長
正木　秀和

精神科コース責任者からのメッセージ

当院にはジュニア・シニアレジデントを除いて、精神科医が 44 名、内科・外科などの身体科

医が 25 名在籍しています。病床数は 898 床あり、病棟は救急病棟、急性期病棟、リカバリー病棟、

思春期・青年期病棟、薬物・アルコール病棟、認知症病棟、身体合併症病棟、医療観察法病棟が

あります。その他、デイケア、作業療法、レクリエーション療法、心理教育などを専門のスタッフが行っています。当院のみで精神科に関

するすべての研修が行えると自負しています。また 2012 年より新病棟となり、最先端の設備と快適な勤務空間を獲得しました。 

当院での 3 年間の研修で、一人前の精神科医となることはもちろんですが、精神保健指定医資格取得、精神科専門医取得、臨床研究に

より学会発表・論文発表の技術・能力の獲得をめざします。特色の異なる病棟が多数ありますので、レジデントの希望を考慮しながら約 6

か月ずつ研修していく予定です。3 年間のうち１年間は連携施設で研修を行います。クルズスや勉強会も充実させ、レジデントに必要な知

識を幅広く習得できるよう努めています。また、レジデントひとりひとりに責任指導医とメンターを配置し、レジデントの希望や研修の進

捗状況に合せながら、定められた精神科コースの目標が達成できるようにきめ細かい指導を行っています。

当院のシニアレジデント研修は、皆さんの精神科医としての有意義なキャリアとなることをお約束いたします。
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プログラムの特色を教えてください。

この病院で研修を受けて良かったことは？

A
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松沢病院での精神科研修の最大の特色は、精神科医療の「入り口」から、その後の「人生」までを、一つ
の病院の中で一貫して経験できることです。まず、緊急措置入院や措置入院を含めた精神科初期診療を、
複数あるスーパー救急病棟で数多く経験できます。加えて、精神疾患をもつ患者さんの長期的な経過を、
外来や慢性期病棟、身体合併症病棟で学べることも大きな強みです。精神科医療が長い経過の中で患者さ
んにどのような影響を与えるのか、また精神科患者さんに多い身体疾患や薬剤の副作用、長期的な影響を
実感をもって学べることは、自分の診療の幅を広げてくれると感じています。連携施設で 1年間研修する
機会もあり、様々な考え方に触れることで、自分がいる施設の特徴や限界を見つめ直しながら、自分の診
療を深めていけるプログラムだと思います。

率直に、毎日がとても楽しいです。精神科医療では、治療面や社会背景も含めて、個々の症例ごとに異なる対応や問題解決も求
められ、悩むことも多いですが、経験豊富な上級医や当院スタッフから意見をもらいながら、一つ一つの症例に向き合う面白さ
があります。精神科医の人数が多く、さまざまな意見に触れられることに加え、参加自由の勉強会も活発で、自分のペースで学
べるのも魅力です。専攻医を含め年次の近い医師どうしで、業務のことからプライベートのことまで自然に話せる雰囲気があり、
日々の支えになっています。また、他科の先生とも同じ医局で机を並べているため、診療上の相談はもちろん、何気ない会話も
しやすく、仕事の面でも人としても助けられていると感じています。
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